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1.　概　　要
フライス工具は外周、端面もしくは側面に工具切れ刃を
備えた切削工具であり、これが回転運動することで、様々
な部品の加工が行われる。現在ではその切れ刃となるイン
サートを交換する工具が一般的に広く使用されており、平面
削り加工、隅削り加工、側面加工、溝加工、穴拡げ加工、
傾斜加工、ヘリカル加工等の様々な加工に用いられている。
一方、機械加工の分野で部品に要求される寸法精度や加
工品位は年々厳しさを増しており、工具に対しても高い加
工面粗さや壁面精度の性能が求められている。また、軽量
化を目的とした剛性の低い薄肉部品や固定が困難な複雑形
状の部品が増加しており、鋭い切れ味を持つ工具の需要が
高まっている。
今回開発した「SEC-ウェーブミル	WEZ型」（以下WEZ
型、写真1）は広範な加工用途に使用可能で加工品位と切
れ味に優れ、高い加工精度と切れ味を持ち、加工面粗さや
壁面精度の向上、および生産性の向上に貢献する。

2.　特　　長
2－1　多彩な加工用途に対応
WEZ型は隅削りカッタの1種である。隅削りカッタとは、
主切れ刃とさらい刃を有する壁面と底面を同時に加工する
フライス工具を指し、平面削り加工、隅削り加工、側面加
工、溝加工、穴拡げ加工等に使用される。さらに、WEZ型
は傾斜加工やヘリカル加工へも適用可能であり、広範な加
工へ適用可能である。主切れ刃とさらい刃の他に大きな副
切れ刃を設けた（図1）ことで、大きな傾斜角での傾斜加
工やヘリカル加工（図2）を可能にした。

2－2　高品位な壁面精度
WEZ型は主切れ刃形状の最適設計と高精度なインサー
ト造形技術の組み合わせにより、隅削り加工において優れ
た壁面精度と仕上げ面品位を実現する。インサートは用途
に合わせ6種類のブレーカをラインアップしているが、中
でも特筆すべきは、工具径ごとに主切れ刃形状を研磨で最
適化し、切れ味と加工精度に特化したハイレーキブレーカ
P型である。P型ブレーカとそれに適合したボディを適用
することにより、一般に最も精度が必要な場合に使用され
るソリッドエンドミルと同等の壁面精度を可能にしている
（図3）。
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写真1　SEC-ウェーブミル WEZ型

図1　WEZ型の切れ刃 図2　WEZ型でのヘリカル加工

図3　P型ブレーカの壁面精度
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2－3　鋭い切れ味
WEZ型のインサートは低抵抗で優れた切れ味を持つ切
れ刃設計を有しており、一般鋼から軟鋼やステンレス、あ
るいはアルミニウム合金などの加工において、加工音とバ
リを最小化している。中でも、切れ味に優れるF型ブレー
カは刃先が研磨で仕上げられており、非常にシャープな切
れ刃を有している。これにより、加工抜け際に発生するバ
リを、大幅に抑制する（図4）。

3.　加工実例
実際の加工事例を紹介する。

・	ウェーブミル、WEZは住友電気工業㈱の商標、または登録商標です。
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図4　バリの比較


